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伝
承
の
高
寺
山 

 
 『

会
津
旧
事
雑
考
』
や
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
欽
明

元
年(

五
四
〇)

「
稲
川
荘(

川
の
南
に
あ
る
荘
園)

高
寺

が
建
て
ら
れ
、
そ
の
跡
は
、
宇
内
村
の
山
上
に
有
り
。

喜
楽
元
年(

欽
明
天
皇
時
代)

経
蔵
を
納
め
た
と
こ
ろ
を

経
塚
と
い
う
。
高
寺
山
に
梁
の
青
岩
が
小
庵
を
結
び
、

高
山
無
山
寺
と
称
し
、
高
寺
と
も
い
わ
れ
た
。
」
と
あ

り
ま
す
。
見
明
門
跡
や
寺
屋
敷
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま

す
が
、
当
時
の
遺
構
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本

に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
、
五
三
八
年
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
そ
の
真
意
は
不
明
で
す
。 

 
 
 

 
 

徳
一
時
代
の
陸
奥
国
情
勢 

  

当
時
、
陸
奥
国
は
、
反
乱
が
絶
え
ず
、
宝
亀
七
年(

七

七
六)

に
は
、
伊
治
呰
麻
呂
の
乱
が
あ
り
、
征
東
軍 

大
使
藤
原
緒
縄
や
藤
原
小
黒
麻
呂
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

宝
亀
十
一
年(

七
八
〇)

『
続
日
本
記
』
に
「
陸
奥
国
上

治
郡
大
領
伊
治
呰
麻
呂
が
反
乱
し
、
伊
治
城
の
大
領
道

嶋
大
楯
を
殺
す
。
多
賀
城
を
襲
い
、
府
倉
の
物
を
取
り
、

多
賀
城
を
焼
く
」
と
あ
り
、
国
府
も
焼
か
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
国
府
に
い
た
藤
原
朝
臣
清
足
が
、

天
応
元
年(

七
八
一)

『
会
津
古
塁
記
』
に
よ
る
と
滝
沢

村
の
堂
家
に
流
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
後
に
堂
家
は
三

家
に
分
か
れ
、
堂
家
は
現
妙
国
寺
、
石
部
が
石
部
桜
の

地
、
大
塚
山(

石
堂)

は
藤
原
付
近
に
館
を
構
え
て
い
ま

す
。
延
暦
七
年(

七
八
七)

に
は
、
鎮
圧
の
た
め
『
続
日 

                  

本
記
』
、
諸
国
の
兵
五
万
二
千
八
百
余
人
を
多
賀
城
に

集
ま
ら
せ
て
い
ま
す
。
延
暦
十
六
年(

七
九
七)

『
続
日

本
記
』
に
、
征
夷
大
将
軍
と
し
て
坂
上
田
村
麻
呂
が
胆

沢
の
蝦
夷
を
討
ち
ま
す
。
延
暦
二
十
一
年(

八
〇
二)

に

は
、
『
類
聚
国
史
』
坂
上
田
村
麻
呂
が
胆
沢
城
を
築
き
、

阿
弓
利
為
ら
が
降
伏
し
、
よ
う
や
く
鎮
圧
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
乱
に
よ
り
、
莫
大
な
軍
事
費
と
人
民
が
戦
死
し
、 

平
安
京
は
財
政
的
に
も
苦
し
く
な
っ
た
の
で
す
。 

そ
こ
で
、
延
暦
二
十
四
年(

八
〇
五)

に
、
『
続
日
本

記
』
藤
原
緒
継
が
、
陸
奥
国
の
軍
事
と
国
府
造
作
止
め

る
よ
う
奏
言
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
藤
原
氏
は
、
陸

奥
国
平
定
の
た
め
に
、
安
全
策
と
し
て
仏
教
で
の
平
定

を
目
指
し
、
派
遣
さ
れ
た
の
が
徳
一
と
な
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
大
同
三
年(

八
〇
七)

に
は
、
奏
言
し
た

藤
原
緒
継
が
陸
奥
出
羽
按
察
使
と
な
り
視
察
を
し
て
い

ま
す
。 

１ 

会
津
仏
教
の
始
ま
り
と
徳
一 

 

柳
津
町
の
福
満
虚
空
蔵
尊
、
菊

光
堂
の
南
側
に
は
、
只
見
川
南
西

対
岸
、
柳
津
町
大
字
小
椿
の
向
館

方
向
か
ら
撃
た
れ
た
弾
の
跡
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
戊
辰
・
会
津
戦

争
の
時
、
対
岸
の
小
巻
に
は
、
長

州
藩
ら
が
陣
を
敷
い
て
い
ま
し
た
。

堂
は
、
会
津
戦
争
で
銃
撃
さ
れ
て

も
寺
の
僧
侶
の
努
力
も
あ
り
、
焼

け
ず
に
残
っ
た
縁
起
の
良
い
建
物

で
す
。 

虚空蔵堂の南側には、西
軍が一定方向から撃ち込
んだ弾丸の痕跡がありま
す。 

京都・清水寺 

清水寺・阿弖流為の母禮（モレ）の碑 

 

会
津
仏
教 

石
田
明
夫 
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そ
し
て
徳
一
は
、
会
津
に
勝
常
寺
を
建
て
る
の

で
す
。
会
津
に
寺
を
建
て
る
前
に
、
徳
一
は
、
茨

城
県
の
筑
波
山
中
禅
寺
を
延
暦
元
年
（
七
八
二)

に
建
て
、
い
わ
き
市
の
赤
井
嶽
薬
師
を
大
同
元
年

（
八
〇
六)

に
建
て
て
い
ま
す
。
会
津
で
は
、
湯

川
村
の
勝
常
寺
を
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
か
弘
仁

元
年
（
八
一
〇
）
に
建
て
、
奈
良
の
虚
空
蔵
菩
薩

を
安
置
す
る
比
蘇
寺
と
同
じ
よ
う
に
、
円
蔵
寺
を

弘
仁
三
年
（
八
一
二)

に
建
立
し
、
や
や
遅
れ
て

磐
梯
町
の
慧
日
寺
を
弘
仁
五
年
（
八
一
四)

頃
に

建
て
た
の
で
す
。 

  
 

三
一
権
実
論
争
の
舞
台 

  

当
時
の
政
府
の
ね
ら
い
は
、
関
東
に
い
た
中
央

政
府
に
逆
ら
っ
て
い
た
道
忠
ら
の
独
自
宗
教
集
団

の
封
じ
込
め
で
す
。
そ
の
中
心
人
物
は
、
唐
招
提

寺
鑑
真
の
一
番
弟
子
の
道
忠
で
、
関
東
に
来
て
い

ま
し
た
。
道
忠
が
い
た
栃
木
県
下
野
市
の
下
野
薬

師
寺
は
、
天
平
五
年(

七
三
三)
に
は
、
奈
良
、
九

州
の
大
宰
府
観
音
寺
と
と
も
に
日
本
三
戒
壇
の
一

つ
が
設
け
ら
れ
た
場
所
で
、
東
国
仏
教
拠
点
で
し

た
。
七
七
〇
年
に
は
道
鏡
が
左
遷
さ
れ
、
別
当
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
戒
律
を
授
け
た
鑑
真

か
ら
律
宗
を
学
ん
だ
如
法
僧
都
と
道
忠
が
こ
の
寺

に
来
て
、
中
央
の
意
に
反
し
布
教
を
進
め
、
群
馬

県
の
緑
野
寺
、
栃
木
県
の
大
慈
寺
な
ど
を
建
て
、

独
自
勢
力
を
誇
り
菩
薩
戒
を
授
け
て
回
っ
て
い
の

で
す
。
道
忠
菩
薩
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
弟
子
円
澄

は
、
後
に
天
台
宗
最
澄
の
弟
子
と
な
り
ま
す
。 

 
宮
城
県
登
米
市
柳
津
の
虚
空
蔵
尊 

 
柳
津
の
堂
は
、
宮
城
県
登
米
市
津
山

町
柳
津
に
柳
津
町
か
ら
分
け
ら
れ
た
虚

空
蔵
尊
が
あ
り
ま
す
。
弘
仁
九
年(

八

一
八)

五
月
三
日
に
建
て
ら
れ
た
と
い

い
、
柳
津
と
同
じ
く
丑
、
寅
生
れ
の
一

生
一
代
の
守
り
本
尊
で
あ
り
、
境
内
に

は
撫
で
牛
や
寅
の
像
が
置
か
れ
、
絵
馬

に
は
鰻
が
描
か
れ
、
柳
津
で
は
う
ぐ
い

で
し
た
が
、
こ
こ
で
は
鰻
が
虚
空
蔵
尊

の
お
使
い
と
さ
れ
、
殺
生
し
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

茨城県・つくば山 栃木県・下野薬師寺 

宮城県・多賀城跡 
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そ
の
道
忠
教
団
の
北
へ
の
勢
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た

め
、
筑
波
山
か
ら
い
わ
き
、
会
津
に
京
都
の
藤
原
氏
が

徳
一
に
命
じ
寺
を
建
て
さ
せ
た
の
で
す
。 

 

道
忠
に
近
づ
い
た
の
が
、
国
費
留
学
を
し
た
最
澄
で
、

関
東
の
道
忠
を
訪
ね
親
し
い
間
柄
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

比
叡
山
で
は
、
大
同
二
年
か
ら
弘
仁
九
年(

八
一
八)

の

間
に
『
天
台
法
華
宗
年
得
度
学
生
名
帳
分
』
に
よ
る
と
、

比
叡
山
に
残
っ
た
者
が
十
名
、
法
相
宗
へ
移
っ
た
者
が

八
名
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
道
忠
の
弟
子
で
大
慈
寺

を
開
い
た
広
智
の
弟
子
円
澄
が
天
台
二
代
座
主(

主
席

僧)

と
な
り
、
第
三
代
座
主
が
円
仁
、
四
代
座
主
は
安

恵
、
五
代
座
主
は
円
珍
、
六
代
座
守
は
惟
首
、
七
代
座

主
は
猷
憲
と
、
関
東
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
時
、
日
本
仏
教
を
大
き
く
変
え
た
大
論
争
「
三
一

権
実
論
争
」
が
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
に
最
澄
と
徳
一

間
で
始
ま
り
ま
す
。 

「
一
」
と
は
最
澄
で
、
誰
で
も
悟
り
は
得
ら
れ
る
と
い

考
え 

「
三
」
と
は
徳
一
で
、
悟
り
ま
で
に
は
三
段
階
が
あ
る

と
い
う
考
え 

 

最
澄
は
、
徳
一
の
論
争
に
は
勝
て
ず
、
勝
っ
た
の
は
、

三
代
座
主
の
慈
覚
大
師
円
仁
の
時
で
し
た
。 

 

道
忠
の
没
年
は
不
明
で
す
が
、
大
同
三
年(

八
〇
八)

頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
徳
一
と
最
澄(
天
台
宗)

が
論
争

し
て
い
た
時
期
は
、
道
忠
教
団
と
の
対
決
で
も
あ
り
、

最
澄
は
、
弘
仁
八
年(

八
一
七)

か
ら
九
年
、
上
野
国
の

緑
野
寺
や
下
野
国
の
大
慈
寺
を
拠
点
に
伝
道
を
展
開
し

て
い
た
も
の
で
、
三
一
権
実
論
争
の
舞
台
は
、
京
都
で

は
な
く
、
関
東
と
会
津
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

そ
の
中
で
、
空
海
は
、
弘
仁
六
年(

八
一
五)

弟
子
の

康
守
を
徳
一
へ
派
遣
し
、
密
教
布
教
を
依
頼
し
ま
す
が
、

徳
一
は
反
対
に
「
真
言
宗
未
決
文
」
を
回
答
し
て
い
ま

す
。
空
海
は
そ
の
時
「
陸
州
徳
一
菩
薩
」
と
述
べ
て
い

ま
す
が
、
論
争
に
は
、
勝
て
な
い
と
み
て
積
極
的
に
は

参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
『
高
野
雑
筆
集
』
。
最
澄
は
、

弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
に
没
。
承
和
二
年
（
八
三

五
）
に
は
空
海
が
没
し
て
い
ま
す
。 

道鏡は、文武天皇４年（700）生まれ、奈
良時代法相宗の僧。物部氏の一族弓削櫛
麻呂の子。神護景雲3年（769）天皇位を
得ようとした宇佐八幡宮神託事件で下野
薬師寺に流され、宝亀3年（772）死去。 

 
勝
常
寺
と
藤
原
氏
の
荘
園 

 
 

会
津
盆
地
の
中
央
に
位
置
す
る
勝
常

寺
は
、
古
代
、
蜷
川
荘
と
よ
ば
れ
た
河

沼
郡
に
あ
り
ま
す
。
蜷
川
壮
は
、
近
衛

家
の
荘
園
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
心
に
位
置
す
る
の
が
勝
常
寺
な

の
で
す
。
大
同
三
年(
八
〇
七)

に
、
藤

原
一
族
の
藤
原
緒
継
（
お
つ
ぐ
）
が
陸

奥
出
羽
の
按
察
使
（
け
び
い
し
）
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
し
て
任
が
終
了

す
る
と
き
に
蜷
川
荘(

伊
南
川
庄
・
川

の
南
の
荘)

を
嵯
峨
天
皇
か
ら
貰
っ
た

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
藤
原
氏

の
荘
園
と
し
て
管
理
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
管
理
も
か
ね
て
勝
常
寺
が

建
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
荘
園
を

管
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
は
「
政
所
」
と

呼
ば
れ
、
会
津
坂
下
町
に
あ
り
ま
す
。

十
一
世
紀
末
に
は
冷
泉
宮(

三
条
皇
女

依
子)

領
と
な
り
、
長
治
二
年(

一
一
〇

五)

に
は
藤
原
忠
実
領
、
そ
し
て
摂
関

家
領
の
荘
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 円仁・慈覚大師。 
中尊寺・嘉祥３年(850年) 
立石寺・貞観2年（860年） 

円澄 

鑑真 道忠 

円仁 


